
 

 ２０２６年 ８月   ２７日

    　  第 ３０   号

   札幌市立八軒東中学校

  　　　　　　　  進路通信

 ← 

    進路だより 

  ～大谷喜一記念財団  ＨＰ版は 

 　　　　　「むすんでひらいて基金」奨学生募集～  こちらから

                                                             すぐに保護者に見せてください。 

【奨学金の目的】 

 　北海道内の中学校に在学する生徒のうち、学業優秀かつ品行方正でありながら、経済的理由等により 
 高等学校での修学が困難な生徒に対し奨学金を支給し、北海道の未来を担う社会有用の人材を育成する 
 ことを目的としています。 

【応募資格】 

 ・石狩管内に存する公立中学校に在籍する３年生で高等学校進学（指定校一覧は『進路だより３０号  
   ＨＰ版』に添付）を希望する生徒。（応募者多数の場合は公立高校合格者を優先とする。） 

 ・在籍する学校の長から推薦を受けた生徒   各中学校からの推薦は原則最大２名 

     ※他の奨学金の支給を受ける場合も受給可

【支給内容】 

 ・月額１万円（入学時から正規の最短修業年限の終期まで）最大１００人 

 ・返済不要 

【提出書類】 

 ・奨学生願書：奨学金の志望理由、これまで努力をしたこと（部活動・生徒会役員活動・特技など）、 

 　　　　　　　これから努力をしたいこと（志望校、将来の目標など）を生徒本人が記載 

　　　　　　　（各項目２００字前後） 

 ・証明写真（縦４×横３ｃｍ）　　 ・前年の世帯の所得がわかる書類の写し 

 ・成績証明書（２年生時のもの／出席日数の記載があるもの…中学校で作成） 

 ・奨学生推薦書（中学校で作成）　 ・個人情報の取扱いに関する同意書 

     ※上記書類は返却不可、提出前にコピーなどの対応をしてください。 

【選考方法】 

  　提出書類を厳正に審査選考し、学業成績、経済的状況及び人物が優秀であることを基準として奨学生を

　採用します。選考については以下の事項を考慮します。 

 　・中学校２年生時の平均評定（原則３．５以上であること） 

 　・修学における経済的援助の必要性（前年の世帯年収、家族構成等を参考。家族全員の合計収入で 

　　 ６００万円以上の高額所得がある方は原則として応募をご遠慮ください。） 

 　・人物（願書に記載された生徒本人の記載の各項目２００字前後の内容など） 

【申込み】  
 　『進路だより３０号ＨＰ版』に添付した「大谷喜一記念財団「むすんでひらいて基金」奨学生申込書」 

　　に本人の保護者の署名の上、中学校での努力の様子など記入した上で、担任に提出してください。手

　　続きに必要な用紙をお渡します。前年の世帯の所得がわかる書類の写しなど、準備に時間のかかる書

　　類もあります。また、奨学生願書の記入が大変かもしれません。遅くとも９月１７日(木）までに申

 　　し出てください。

 【校内提出締切】

 　１０月１日(木) までに必要書類をすべて揃えて担任に提出してください。中学校を通して郵送します 

 　※詳細は『進路だより ３０号ＨＰ版』に添付した「奨学生募集要項」や大谷喜一記念財団ＨＰ 

 　　（https://otani-foundation.or.jp/scholarship/）を見てください。

重要！

https://otani-foundation.or.jp/scholarship/


  
 

 北海道札幌西高等学校・中学校３年生保護者対象学校説明会  

 

 【内　容】１．学校生活と授業の実態：重視する学習姿勢、探究的な学びへの取り組み

　　　　　２．大学入試の現状と学びへの意識：近年の大学入試変化への対応、指導上大切にしたい学び

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　  のあり方

           ※以上の点を中心に、教務部・進路指導部からの説明及び質疑応答を行います。

【場　所】北海道札幌西高等学校　同窓会館（輔仁会館）　　　　　　　　　 

           ※校舎正面に向かって左側にある黄色の建物です。

【対　象】北海道札幌西高等学校を志望する中学校３年生の保護者（会場参加定員　先着２００名） 

【申込み】『進路だより３０号ＨＰ版』に添付した「中学校３年生保護者対象 学校説明会のご案内」に  
    　  記載されたＱＲコードまたは北海道札幌西高等学校ＨＰから申し込んでください。その他詳細も

　　　　確認してください。       （https://www.sapporonishi.hokkaido-c.ed.jp/） 

 　　　 参加申込受付期間　９月１４日（月）９：００～９月１８日(金)１７：００ 

     　※会場参加は（輔仁会館）は先着２００名までです。定員を超えた場合はライブ配信での視聴と

　　　　  なります。

       ※申込完了後、９月下旬をめどに詳細案内（ライブ配信用 URL  など）をメール送信します。

 

 ～進路情報～ 

 ○「どうしん　まな bell」活用のお勧め 

     生徒のみなさんに貸与されているクロームブック限定で、「道新受験情報」が閲覧できるようにな

　 っています。クロームブック内の「ブックマーク」から「まな bell  」を選択してください。画面下方

   の「道新受験情報」のバナーをクリックすることで見ることができます。新刊が出るたびに更新され、 

   直近の３号分まで表示されるようになります。平日８：００～１９：００に限定されていますが、今

　 後の進路決定に向けて参考にしてみてください。なお、掲載内容の転載や転用等の二次利用および学

　 校外への再配布はしないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.sapporonishi.hokkaido-c.ed.jp/












 

   大谷喜一記念財団 

 　　　　　「むすんでひらいて基金」奨学生申込書 

 

  ・私は、上記の奨学生の採用条件を満たすと考え、奨学生選考に応募します。

 

    ３年　　組　　　番    本人署名

 

                          保護者署名

 

 ・以下の項目に関して、特に学級担任にアピールしたい点があれば記入してください。

 

 ○学業面で努力したこと   ○部活動、生徒会活動等で努力したこと    ○資格、特技、生活行動面

 

 

 

 

 

 

 

  



中学校 3 年生 保護者の皆様                    北海道札幌西高等学校 

 

 

 

 

 

本校では、札幌西高校を第一志望として検討されている中学 3 年生の保護者の皆様を対象に、下記の

通り説明会を開催いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

１．開催要項                                         

日 時 令和 8 年１０月２１日（水） １３：００～１４：３０（受付開始１２：３０） 

会 場 北海道札幌西高等学校 同窓会館（輔仁会館） 

※校舎正面に向かって左側にある黄色の建物です。 

※会場参加のほか、ご自宅等から参加できるライブ配信も並行して実施いたします。行使

込み時に選択してください） 

対 象 本校を志望する中学 3 年生の保護者（会場参加定員 先着２００名） 

内 容 1.学校生活と授業の実態：本校で重視する学習姿勢、探究的な学びへの取り組み 

2.大学入試の現状と学びへの意識：近年の大学入試変化への対応、指導上大切にしたい学

びのあり方 

以上の点を中心に、教務部・進路指導部からの説明及び質疑応答を行います。 

２．参加申込方法                                       

右の QR コードまたは本校ホームページのリンクより、必要事項を入力のうえお申し込み下さい 

申込受付期間：9 月１４日（月）９：００ ～ 9 月１８日（金）１７：００ 

・会場参加（輔仁会館）は先着２００名までとさせていただきます。 

 定員を超えた場合はライブ配信での視聴となります。 

・申込完了後、9 月下旬を目途に詳細案内（ライブ配信用 URL など） 

をメール送信いたします。 

・本説明会では入試の合否ライン等に関するご質問にはお答えできません 

のでご了承ください。 

・本校駐車場の利用はできません。来校の際は公共交通機関の利用を 

お願いいたします。また、近隣商業施設への駐車は固くお断りいたし   申込用 QR コード 

ます。 

【お問い合わせ先】北海道札幌西高等学校 総務部（主幹教諭：新井） ℡:011-611-4401/E-mail:t.arai@west.ed.jp 

※お問い合わせにつきましては、急ぎでない限り、極力メールにてお願いいたします。 

令和 8 年度 中学校 3 年生保護者対象 学校説明会のご案内 

～入学前に知っておいてほしい、札幌西高校での学びとリアルな高校生活～ 

【本説明会の趣旨】 

１０月中旬は志望校が絞られ、高校生活への現実的なイメージを持ち始める時期です。本説明会は

単なる学校の PR ではなく、「入学後にどのような 3 年間を送るのか」（実際の学習量、授業内容、

部活動との両立、大学入試に向けた考え方など）について理解を深めていただくための機会として

実施いたします。 


